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日立グローバルライフソリューションズ株式会社

2023年3月

消費者志向自主宣言
2022年活動報告
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・「文書・表示監査室」や営業部門の各支社に設置した「文書室窓口」では、カタロ
グやWeb、販促物などの表示品質向上に取り組んでいます。景品表示法に抵触す
る表現はないか、お客さまにとって分かりやすい表示になっているかなど、法的な
視点とお客さま視点で厳重なチェックを行っています。

⚫ 2022年4月に、JARO(公益社団法人 日本広告審査機構)による「景品表示法の
考え方について～JAROの審査事例を中心に～」をテーマとした講演会を行い、
さまざまな事例を通じて正しい表示について理解を深めました。

⚫ 2022年6月に文書審査システムを刷新し、営業部門も含め、全社の審査手順を
統一しました。より迅速で精度の高い審査が実施できるようになり、表示品質の
向上に寄与しています。

⚫ 全社の表示物作成者向けに公正競争規約などの研修会を行い、表示物の品
質向上を図っています。

⚫ 2023年1月からは、カタログやWebなどの審査業務のガイドラインを再構築し徹
底することで、お客さまに誤認のない、分かりやすい表示を推進してまいります。
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従業員の積極的活動（企業風土や従業員の意識の醸成）①

■従業員への教育・啓発活動

【2022年度のトピックス】
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・サービス部門では、サービス業務従事者のマナー向上を目的として、毎年6月と
11月を「マナー推進強化月間」と位置づけ、お客さま対応の振り返りなどを実施し
ています。一人ひとりが自身の業務について考える機会を持つことで、更なる意
識の高揚を図っています。

・従来より、修理にお伺いしたお客さまへ修理受付や修理対応についてのアン
ケートを実施しています。２０２２年度より、アンケートの収集方法をハガキから
Webへ変更することにより、お客さまの声をタイムリーに取得することが可能とな
り、作業員へ早期にフィードバックし、サービス品質をスピーディーに改善してい
ます。

・顧問弁護士を講師に迎え、お客様対応に必要な基本行動について考える
研修会を実施しました。今後もお客さまにより良いサービスを提供できるよう取り
組んでまいります。

従業員の積極的活動（企業風土や従業員の意識の醸成）②
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オート
スチーマー
プレート

ふたプレートの突起を変更し、
水洗い時の引っ掛かりを
改善した炊飯器
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VoCセンタでは、コミュニケーション窓口に寄せられたお客さまの声を収集・分析し、
商品やサービスの改善につなげるとともに、今後の商品開発に役立てる活動を行っています。

■VoCセンタの取り組み：お客さまの声をもとに製品改善活動を展開

使用後のお手入れが面倒です

事業関連部門と品消法関連部門の有機的な連携

お客さまのご意見・ご要望をもとに、製品改善につながった事例

グリル庫内をフラットな
構造にし､汚れを拭き取り
やすくしたIHクッキング
ヒーター (HT-N100Tシリーズ)

平面ヒーター採用でひろびろ庫内

ホコリ･糸くずを洗い流す3つの自動おそうじ

(BD-STX120H/SX120H/SV120H)

乾燥フィルターをなくし､
お手入れをらくにした
ドラム式洗濯乾燥機

紙パック式で､ごみ捨ての
頻度や手間を減らした
スティッククリーナー

ごみがいっぱいになったら捨てるだけ

ふたに透明窓を設け､
運転中でも槽内が確認で
きる全自動洗濯機
(BW-X120H)

洗濯中の様子が見える大きくクリアな窓

ハンディ部先端にも白色
LEDライトを搭載し､手元の
ごみを浮かび上がらせる
スティッククリーナー

床面を照らし出すごみくっきりライト

(PV-BH900K)

社外評価機関を活用してドラム式洗濯乾燥機の取扱
説明書を見直し、お客様視点で表記を改善

お客さまの声
もっと使いやすくなりませんか？

お客さまの声

(PKV-BK3K)

(BD-STX120H)

(RZ-W100FM/V100FM)

操作方法とお手入れに
絞り込んた｢取扱説明書｣

よくあるお問合せを別冊に
まとめた｢お困りコンシェルジュ｣

改善前 改善後

引っ掛かりにくい突起形状
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消費者・消費者関連団体への情報提供の充実①
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・お客様相談センターでは、製品情報やお取り扱いに関するお客さまのお問い合
わせに迅速にお答えするため、電話だけでなく、LINE、チャット、メール等、様々な
窓口をご用意しています。 LINE・チャットでは、オペレーター対応に加え、24時間
自動応答でお問い合わせが可能です。また、Webサイト上においても、FAQ(よくあ
る質問)の充実、使いかたの説明動画を掲載するなど、お客さまにわかりやすい情
報提供を行っています。
ＬＩＮＥでのお問い合わせ
チャットでのお問い合わせ
日立の家電品 お客さまサポート

・修理受付センターでは、製品の不具合でお困りの状況を少しでも早く解決できる
よう、出張修理の受付を音声自動応答システムやWeb受付を導入し、24時間修理
のご依頼を承っています。また、近年、インターネット販売で製品を購入される機
会も増加していることから、持込修理対象製品について宅配引取修理を導入し、お
客さまの利便性向上に努めています。
Web出張修理受付
宅配引取修理

■お客さまへのサポート

https://kadenfan.hitachi.co.jp/support/inquiry/howtouse/line-1.html
https://kadenfan.hitachi.co.jp/support/chat/index.html
https://kadenfan.hitachi.co.jp/support/
https://hitrun.hitachi-gls.co.jp/hitrun/personal/
https://hitrun.hitachi-gls.co.jp/hitrun/personalDelivery/


© Hitachi Global Life Solutions, Inc. 2023. All rights reserved.

「センターレポート」
お客様相談センターでは、定期的に関係省庁や消費者関連団体等と意見交換を実
施しており、その内容を「センター・レポート」としてまとめ、社内のみならず行政、関係
団体へ配布し広く消費者問題の情報共有を図ることにより、お客さまのQoLの向上に
努めています。
「センター・レポート」のご紹介

■消費者関連団体との情報共有

消費者・消費者関連団体への情報提供の充実②
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◆No.150
《特集・デジタル化に対応した消費者教育》

2022年3月24日発行

◆No.151
《特集：withコロナ・新しい生活様式での消費者問題》

2022年9月21日発行

https://www.hitachi-gls.co.jp/about/declaration/post.html
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■製品・サービスの改善、開発

消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発①
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・冷蔵室のドアを開けた際に自動で撮影し、外出先などからスマートフォンアプリで
冷蔵室内の食材をチェックできる「冷蔵庫カメラ」を搭載した冷蔵庫を2月から発売
しました。買い忘れやすでに買ってある食材の二重購入を減らせ、毎日の食材
管理を手軽にラクに行えるようサポートします。
ニュースリリース：2022年1月26日：日立 (hitachi.co.jp)

・再生プラスチックの使用率を40%以上(*)としたコードレス スティッククリーナー
(「パワーブーストサイクロン」PV-BH900SK)を8月から発売しました。充電台や掃除
ツールなどの付属品や外観部品などに再生プラスチックを使用したほか、塗装や
印刷などの二次的な加工を極力排除することで、リサイクル性にも配慮しました。
＊製品本体のハンドルカバーや付属品のスタンド式充電台等に使用しているプラスチック素材のうち、
再生プラスチックを質量比で40%以上使用しています。
ニュースリリース：2022年7月25日：日立 (hitachi.co.jp)

なお当製品は「2022年度グッドデザイン賞」を受賞しました。
加えて「グッドデザイン金賞」、「私の選んだ一品 2022年度グッドデザイン賞
審査委員セレクション」にも選出されました。
ニュースリリース：2022年10月7日：日立 (hitachi.co.jp)

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/01/0126b.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/07/0725.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/10/1007.html
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消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発②
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・武蔵野美術大学と家電・ライフサービスのデザインに関する産学プロジェクトを
実施しています。循環型社会の実現に向けて世界中でさまざまな取り組みがなさ
れているなか、武蔵野美術大学の学生が当社の研究者やデザイナー協力のもと、
デザインの視点を活用したイノベーションの提案に取り組みます。
ニュースリリース：2022年9月9日：日立 (hitachi.co.jp)

・空調IoTソリューション「exiida(エクシーダ)遠隔監視・予兆診断」は、フロン排出
抑制法で定められている業務用冷凍・空調機器(以下、機器)の簡易点検の代替と
することが可能になりました。2022年8月に施行された同法律の改正によって、
機器の常時監視システムが、これまでの目視による簡易点検の代替として位置
づけられることになりました。これにより、作業負担の軽減に貢献します。
ニュースリリース：2022年9月26日：日立 (hitachi.co.jp)

・日立の家電品を30日間、または、必要な期間、気軽にレンタルできる家電品
レンタルサービスを11月から開始しました。レンタル期間が終了した家電品は当社
に返却できるので、処分する手間も省けます。なお、返却された家電品は、再利用
し、循環型社会の実現に貢献します。
※2023年3月現在、新規お申し込みの受付を休止しています。再開は5月以降になる見通しです。
ニュースリリース：2022年10月21日：日立 (hitachi.co.jp)

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/09/0909.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/09/0926a.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/10/1021a.html
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■カーボンニュートラルに向けた取り組み

消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発③
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・太陽光発電設備を、冷蔵庫などを製造する栃木事業所(栃木県栃木市)に導入し、
7月1日から稼働を開始しました。今回、栃木事業所での発電設備能力は60kW、
年間発電量は約115MWhとなる見込みで、年間のCO2排出量は約50tの削減とな
る見込みです。
ニュースリリース：2022年6月30日：日立 (hitachi.co.jp)

・10月1日から本社(東京都港区西新橋)において利用している空調や照明などの
全ての電力を、再生可能エネルギー由来に切り替えました。これによるCO2削減量
は、年間約660tを見込んでいます。
ニュースリリース：2022年10月3日：日立 (hitachi.co.jp)

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/06/0630.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2022/10/1003a.html
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